
広告枠

さかいアート

宝くじ助成事業を活用して
一ノ谷の太鼓の修繕・備品整備

　今まで利用していた太鼓は、老朽化に伴う破
損が激しいことから、今回、宝くじ助成金と地
区負担金を併せて修復しました。また、新たに、
テント等の備品も整備しました。修復された太
鼓及びテント等備品は、老人会や子ども会、夏
祭りなどに活用され、地域交流の推進と地域の
連携・協調の促進が期待されています。
※�宝くじ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源として実施されている事
業です。　

さかい文芸

広告掲載料

「広報さかい」「広報さかいお知らせ版」へ有料広告を掲載しませんか？

※詳しくは下記まで問合せください。

秘書広聴課　電話 81-1329　E-mail kouhou@town.ibaraki-sakai.lg.jp問合せ先

◎ 1段全枠（44㎜× 175㎜）

◎ 1段半枠（44㎜× 85㎜）

15,000円
8,000円

広告募集中
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